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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛領域アセンブリを有するブラシヘッドを有する歯ブラシであって、
　歯ブラシハンドルと、
　前記毛領域アセンブリをその遠位端に有するブラシヘッドアセンブリであって、前記毛
領域アセンブリを支持するように十分に堅い材料を含む複数の個別のベース層を含む、前
記ブラシヘッドアセンブリと、
　前記ベース層間に位置付けられる複数の個別の毛層と、
　を含み、
　前記毛層は、前記ベース層材料とは異なる弾性材料を含み、前記毛層は、個別の毛要素
を形成する厚さを含み、前記毛要素のそれぞれの長さはユーザの口腔形状に適合させて設
定され、
　前記ベース層と毛層とは、前記毛領域アセンブリを形成するように、互いに接合される
、歯ブラシ。
【請求項２】
　電動歯ブラシであり、前記毛領域アセンブリのブラッシング作用を達成するために動作
中に前記ブラシヘッドアセンブリを動かす駆動アセンブリを含む、請求項１に記載の歯ブ
ラシ。
【請求項３】
　前記ベース層は、０．１乃至０．７５ｍｍの範囲内の厚さを有する熱可塑性プラスチッ
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ク材料を含み、前記毛層は、周囲の組織を傷つけることなく歯を磨くことが可能で、０．
０５乃至０．２５ｍｍの範囲内の厚さを有する弾性材料を含む、請求項２に記載の歯ブラ
シ。
【請求項４】
　前記毛要素は、３乃至１０ｍｍの範囲内の長さを有する、請求項２に記載の歯ブラシ。
【請求項５】
　前記毛層は、事前選択されるカスタムパターンに従って剛性及び／又は毛構成において
個別に変化する、請求項２に記載の歯ブラシ。
【請求項６】
　前記毛層は、前記ベース層と交互にされる、請求項２に記載の歯ブラシ。
【請求項７】
　前記毛領域アセンブリは、２０ｍｍの長さと１０ｍｍの幅を有する毛領域を有する、請
求項２に記載の歯ブラシ。
【請求項８】
　前記ベース層の面と前記毛層の面とは、前記毛領域アセンブリを形成するように、歯ブ
ラシの長手方向に沿って互いに接合される、請求項１に記載の歯ブラシ。
【請求項９】
　ハンドルを含む歯ブラシに用いられるブラシヘッドアセンブリであって、
　歯ブラシの歯ブラシハンドル部分から延在する又は前記歯ブラシの歯ブラシハンドル部
分の一部であるネック部と、
　前記ネック部の遠位端にある毛領域アセンブリであって、十分に堅い材料を含み、前記
毛領域アセンブリを支持するように構成かつ配置される複数の個別のベース層を含む、前
記毛領域アセンブリと、
　前記ベース層間に位置付けられる複数の個別の毛層と、
　を含み、
　前記毛層は、前記ベース層の材料とは異なる弾性材料を含み、前記毛層は、個別の毛要
素を形成する厚さを含み、前記毛要素のそれぞれの長さはユーザの口腔形状に適合させて
設定され、
　前記ベース層と前記毛層とは、前記毛領域アセンブリを形成するように、互いに接合さ
れる、ブラシヘッドアセンブリ。
【請求項１０】
　前記毛層は、事前選択されるカスタムパターンに従って長さ及び／又は毛要素構成にお
いて個別に変化する、請求項９に記載のブラシヘッドアセンブリ。
【請求項１１】
　前記毛層は、前記ベース層と交互にされる、請求項９に記載のブラシヘッドアセンブリ
。
【請求項１２】
　前記毛領域アセンブリは、２０ｍｍの長さと１０ｍｍの幅を有する毛領域を有する、請
求項９に記載のブラシヘッドアセンブリ。
【請求項１３】
　前記毛要素は、３乃至１０ｍｍの範囲内の長さを有する、請求項９に記載のブラシヘッ
ドアセンブリ。
【請求項１４】
　前記ベース層の面と前記毛層の面とは、前記毛領域アセンブリを形成するように、歯ブ
ラシの長手方向に沿って互いに接合される、請求項９に記載のブラシヘッドアセンブリ。
【請求項１５】
　毛領域アセンブリを有するブラシヘッドを有する歯ブラシの製造方法であって、
　複数のベース層を形成することと、
　毛要素を備える複数の毛層を、前記ベース層と異なる弾性材料を用いて形成することと
、



(3) JP 6178801 B2 2017.8.9

10

20

30

40

50

　前記複数のベース層と前記複数の毛層とを、前記毛領域アセンブリを形成するように、
互いに接合することと、
　前記複数の毛層を前記ベース層と異なる弾性材料を用いて形成することは、前記毛要素
のそれぞれの長さがユーザの口腔形状に適合されて設定されることを含む、
歯ブラシの製造方法。
【請求項１６】
　前記ベース層の面と前記毛層の面とを、歯ブラシの長手方向に沿って互いに接合する、
請求項１５に記載の歯ブラシの製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、歯ブラシに関し、より具体的には、歯ブラシのブラシヘッド部の複
合毛領域アセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　歯ブラシは、通常、量産される製品であり、平均的な消費者用にデザインされている。
毛領域は、様々な商業用の実施形態では、毛の剛性及び構成において多少変化するが、利
用可能である種類は、個々のユーザの要件に合うカスタム毛領域に適応するには遠く及ば
ない。このカスタム機能がないということは、ほとんどの消費者に、ブラッシングの効率
及び有効性における幾らかの妥協をもたらす。したがって、手動及び電動歯ブラシの両方
について、個人の特定のブラッシング習慣、特に口腔形状又は現在の口腔健康状態に適応
するようにデザインされたカスタム毛領域構成／パターンを有する歯ブラシが求められて
いる。これは、ブラッシングの有効性を向上させる。ブラッシング習慣は、ブラッシング
の力、握力及びブラッシングの動き等を含む一方で、口腔形状問題は、歯並びが良くない
歯、様々な歯の大きさ及び歯列弓の形状を含み、口腔健康状態は、局所的な歯肉炎、歯性
敏感症及び歯垢並びに／又は歯石の形成を含む。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このような個人のニーズに見合うカスタマイズされた毛領域アレンジメントは、製造コ
ストが高いこと及び／又はカスタム歯ブラシを実際に生産できないことから、これまで実
現可能ではなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の毛領域アレンジメントは、個人の特定の要件に合う歯ブラシのカスタマイズ化
を可能にする複合構造のアレンジメントに基づいている。
【０００５】
　毛領域アセンブリを有するブラシヘッドを有する本発明の歯ブラシは、歯ブラシハンド
ルと、毛領域アセンブリをその遠位端に有するブラシヘッドアセンブリであって、毛領域
アセンブリを支持するように十分に堅い材料を含む複数の個別のベース層を含む、当該ブ
ラシヘッドアセンブリと、ベース層間に位置付けられる複数の個別の毛層と、を含み、毛
層は、歯を磨くための個別の毛要素を形成し、ベース層と毛層とは、毛領域アセンブリを
形成するように、互いに接合される。
【０００６】
　更に、ハンドルを含む歯ブラシと共に使用するための本発明のブラシヘッドアセンブリ
は、歯ブラシハンドルから延在する又は歯ブラシハンドルの一部であるネック部と、ネッ
ク部の遠位端にある毛領域アセンブリであって、毛領域アセンブリを支持するように構成
かつ配置される複数の個別のベース層を含む、当該毛領域アセンブリと、ベース層間に位
置付けられる複数の個別の毛層と、を含み、毛層は、歯を磨くための個別の毛要素を毛層
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に沿って形成し、ベース層と毛層とは、毛領域アセンブリを形成するように、互いに接合
される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、電動歯ブラシのハンドルと、歯ブラシのブラシヘッドの一部とを示す正
面図である。
【図２】図２は、アライメント要素を有する、本発明の多層毛領域アセンブリを示す斜視
図である。
【図３】図３は、アライメント要素を有する、毛領域アセンブリ用の単一のベース層を示
す斜視図である。
【図４】図４は、アライメント要素を有する、毛領域アセンブリ用の単一の毛層の斜視図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、本発明の毛領域アセンブリを有するブラシヘッドを共に使用できる典型的な電
動歯ブラシを示す。しかし、当然ながら、新規の毛領域アセンブリを有するブラシヘッド
は、手動歯ブラシにも使用できる。１０として概略的に示される電動歯ブラシは、ハンド
ル部１２を含む。ハンドル部１２内には、ドライバアセンブリ１４、再充電可能な電池１
６及びマイクロコントローラ１８がある。歯ブラシは、オン／オフボタン２０によって制
御される。一般化されているドライバアセンブリ１４は、駆動シャフト２２を動かす。歯
ブラシは更に、ブラシヘッド部２４を含み、当該ブラシヘッド部は、ネック領域２６と、
その遠位端にある毛領域アセンブリ（図１では、ブロックの形２８でのみ表される）とを
含む。駆動シャフト２２は、毛領域による歯の洗浄をもたらすために、部分回転又は特に
長手方向運動を含むブラシヘッド用の様々な駆動動作を生成する。図１における電動歯ブ
ラシは、例に過ぎず、ブラシヘッド部の範囲を限定するものではない。図２に、本願の主
題である毛領域アセンブリが詳細に示される。
【０００９】
　図２は、カスタム歯ブラシ機能を提供する本発明の毛領域アセンブリ３０を示す。毛領
域アセンブリ３０は、通常、２つの交互の複数の薄い材料層を含み、ユーザを不快にさせ
ることなく歯の洗浄を達成することを特徴とする。一方の複数層における層は、毛領域ア
センブリの全体の支持体として機能するように構成され、毛領域アセンブリの十分に堅い
ベース部を形成する材料を含む一方で、もう一方の複数層における層は、より弾性のある
材料を含み、それぞれ、毛領域アセンブリに沿って複数の個別の毛要素を画定するように
構成／切断される。図２は、ユーザの歯の効果的なブラッシングを達成するように、毛領
域を形成するのに十分な数の別個の複数の交互のベース層３２と毛層３４とからなるスタ
ック構造をなす完成した毛領域アセンブリ３０を示す。
【００１０】
　図示される実施形態では、ベース層（そのうちの１つが図３に示される）は、３２－３
２として示され、例えばＰＥＴ（テレフタル酸ポリエチレン）材料を含み、約０．５ｍｍ
の好適な厚さを有する。同様の剛性を有する他の材料を使用してもよい。複数の交互のベ
ース層は、毛領域全体のベース支持体を提供し、従来のブラシヘッドでは、時に、毛ベー
ス部材と呼ばれる。材料は、ブラシヘッドがブラッシング作用のために、手動歯ブラシの
場合にはユーザによって、電動歯ブラシの作用によって、動かされる間に、毛領域を支持
するように十分に堅くなければならない。通常は、しかし、必ずしもそうでなくともよい
が、ベース層３２－３２は、様々な層を一緒に接合するために使用される接着剤が、ベー
ス層と毛層の両方ではなく、ベース層の両面に塗布されるように十分に厚く、また、堅い
。
【００１１】
　図２では３４－３４として、また、図４では単独で示される毛層は、図示される実施形
態では、ＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）を含み、０．２５ｍｍの好適な厚さを有する。
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ここでも、この材料は、残りの下部３６から延在する個々の毛３８－３８を形成するよう
に各層が切断された後、優れたブラッシング作用を提供するように十分に弾性でなければ
ならない。
【００１２】
　ＰＥＴ製のベース材料層３２－３２の厚さは、通常、０．１～０．７５ｍｍの範囲内で
ある一方で、ＴＰＥ製の毛層の厚さは、０．０５～０．２５ｍｍの範囲内である。ベース
層と毛層とは、通常、交互に、毛領域アセンブリを形成するように接着剤によって互いに
接合される。接着剤は、図示される実施形態では、各ベース層の対向面に塗布される。４
０と示される接着剤は、スタック又は複数層を形成するように、ベース層及び毛層の両方
に塗布されてもよい。図示される実施形態では、接着剤は、ポリエチレン接着剤であり、
約０．０２５ｍｍの厚さを有するが、他の接着剤が使用されてもよい。
【００１３】
　図３及び図４は、個別のベース層及び毛層をより詳細に示す。図３における単一のベー
ス層３２は、アライメント要素４２－４２と共に示され、概して、高さが相当に短く、約
５ｍｍである。図４は、図示される実施形態では、約２０ｍｍの長さを有する単一の毛層
３４を示し、個々の毛要素３８－３８が毛層に沿ってある。毛要素の長さは、通常、３～
１０ｍｍの範囲内で変化し、また、トリム構成にある。毛層３４は、アライメント要素４
４－４４を含む。
【００１４】
　ベース層及び毛層は、様々な既知で利用可能な製造技術によって作成されてよい。１つ
の可能な製造技術は、レーザ切断によるものであるが、ウォータジェット切断機械類を使
用してもよい。層は、所望の構成に個別に切断され、未切断層の上端から残りの下部３６
まで切断することによって図４に示されるような毛層における個々の毛を形成することを
含む。上端は、所望のトリム構成に切断される。ベース層及び毛層は、次に、毛領域アセ
ンブリを形成するように一緒に接合される。
【００１５】
　通常は、完成した毛領域アセンブリは、約２０ｍｍの長さと１０ｍｍの幅を有し、従来
の毛領域と同様のベース外形を有する。本発明の毛領域アセンブリの構成では、個々の層
は、図３及び図４に示されるように、それらのアライメント要素によって位置決めされる
が、これらの層は、ピックアンドプレース技術といった他のアレンジメントによって置か
れてもよい。更に、個々の層の接合は、図示される実施形態では、接着剤によって達成さ
れるが、ＲＦ技術、超音波又は他の手段を含む他の接合手段を使用してもよい。図２に、
結果として得られるスタックされ接合された毛領域アセンブリが示される。次に、図２の
構造体のアライメント部分が除去され、結果としてもたらされるアセンブリは、ブラシヘ
ッドのネック領域２６の遠位端に接続される。
【００１６】
　毛層の材料は、個々の毛領域のカスタム要件に適応するために、変化してよい。毛層の
厚さ及び剛性も、個々の毛領域のカスタム要件に依存して変化してよい。完成したブラシ
ヘッドは、通常、交換可能で、電動歯ブラシの一部であってよい。或いは、完成したブラ
シヘッドは、手動歯ブラシの一部であってもよい。手動歯ブラシのブラシヘッドも交換可
能であってもよい。
【００１７】
　本発明の毛領域アセンブリは、上記の通り、妥当なコストで、個人のニーズに見合う広
い範囲のカスタマイズ化の可能性を可能とするため、有利である。カスタム毛領域アセン
ブリ及びブラシヘッドを製造する工程全体では、ユーザの特定の口腔形状のデジタルスキ
ャンが最初に行われる。このようなデジタルスキャンは良く知られており、適切なデジタ
ル口腔スキャンを提供するために利用可能なデバイス及び技術は幾つかある。結果として
得られるスキャンデータは、次に、複数のベース層及び毛層を生成するためにレーザカッ
ター又は他の切断技術を制御するために使用される。これらの層は、上で開示されるよう
に、アライメント要素を使用してスタックにされ、次に、カスタム毛領域を形成するよう
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に接合される。したがって、結果として得られる歯ブラシは、個人のユーザの特定の口腔
のニーズに一致する。
【００１８】
　本発明の好適な実施形態が、例示のために開示されたが、当然ながら、様々な変更、修
正及び置換が、以下の請求項によって規定される本発明の精神から逸脱することなく実施
形態に組み込まれてもよい。

【図１】 【図２】

【図３】
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